
 

（参考様式１）                                令和５年度 稲城市立稲城第二中学校 授業改善推進プラン全体計画         令和５年８月２６日 作成 
                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の実態 
(1) 学校生活の様子 
・学習…学習に対する取組は、素直で真面目な生徒たちだが、基礎・基本が身に付いていない 
生徒が多い。「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」に課題があるため、自己
の学習状況を把握・理解し、粘り強く学習を調整できる生徒の育成を図りたい。 

・生活…明るく素直でしっかりと挨拶を行う生徒が多い。校内ではできているが、校外では課
題がある。学校行事（運動会・合唱コンクール等）では、積極的に取り組み、クラス・学年・
学校が一つにまとまる力を持っている。また、朝の読書活動や清掃活動にも、真面目に取り
組み、意欲的に中学校生活を送ろうとする姿勢がみられる。今後は、いっそうの主体性や自
律性の育成を図りたい。 

(2) 家庭での傾向 
・家庭学習時間…全学年において、家庭学習に取り組む時間が少ない傾向があり、家庭学習の
習慣が身に付いていない面がみられる。日頃から、予習・復習や宿題に取り組まない生徒の
傾向もあり、提出物の期日を守れない生徒もいる。家庭学習の習慣不足の傾向から、「やる」 

「やらない」の二極化がすすんでいるので、各教科での補習や朝学習を継続して実施している。 
・睡眠時間…学校全体として朝のコオーディネーショントレーニングに取り組んでいるので、 
早起きの生徒が多い。そのため、就寝時刻も比較的早く、睡眠時間はよくとれている。しか 
し、極端に睡眠時間の少ない生徒も一部いるのが課題である。 

(3) 保護者・地域の実態 
・ＰＴＡ活動は活発で、保護者・地域の方々は、学校を温かく見守り協力的である。 
・保護司、民生児童委員の方々との情報交換を定期的に行っており、地域情報・生徒情報の共
有化を行っている。 

 

学校の教育目標 
 

人権尊重の精神を基盤として、豊かな個性と創造力を 

もってたくましく生きぬく生徒の育成を目指して、次 

の目標を設定する。 

◎進んで学ぶ人   （確かな学力の育成）    

・心の豊かな人   （豊かな人間性の醸成）  

・たくましく生きる人（健やかな心身の育成） 

・助け合って働く人 （社会貢献と思いやりの心の醸成） 

 

学校経営方針（学力向上にかかわる要点） 
 

１．確かな学力の育成 

２．豊かな人間性の醸成 

３．健やかな心身の育成  

４．社会貢献と思いやりの心の醸成 

５．特別支援教育の推進 

６．「つながり（人・自然・地域）」を大切にしたＥＳＤの推進 

各教科の指導の重点 

・生きて働く基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ
これらを活用することで予測困難な未来社会に対応できる思
考力・判断力・表現力等を育むとともに、主体的に学習に取
り組む態度などの学びに向かう力を養う。また「言語技術」
の手法の活用を図り、「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業改善を推進する。 

・教科の年間指導計画や授業改善推進プランを基に、各教科等
の内容を教科横断的な視点で捉え、相互の関連を図りながら
カリキュラム・マネジメントを推進する。タブレット端末の
利活用等、教材・教具の工夫によるＩＣＴ機器の活用に努め
る。さらに、自ら学習しようとする態度を育成するために、
テスト等の振り返りを充実させ、学習習慣を身に付けさせる。 

・これまでの全国学力・学習状況調査、東京都児童・生徒の学
力向上を図るための調査、稲城市学力調査等の結果を受け授
業改善を図る。また、全教科で生徒・保護者に分かりやすく、
生徒の意欲を高める評価を行い、生徒の自己評価、相互評価
など評価方法の工夫と改善を行う。 

・習熟度別指導・少人数指導、個に応じた指導・支援を通して
より一層教科指導を充実させるために、生徒の学習習得状況
を的確に把握し、組織的・計画的に指導方法の改善を進める。 

道徳の指導の重点 

●道徳的価値や人間としての生き方についての自覚を深め、積極的な道徳的実践の意識化
を図り、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育て、道徳性を養う。 

・問題解決的な学習を通して、道徳的な問題を多面的・多角的に考え、生徒一人一人が主
体的に問題や課題を解決するために必要な資質・能力を育成する。 

・道徳的な諸価値についての理解を基に、自己を見つめ多様な人々との対話や先人の考え
方等から物事を多面的・多角的に考える道徳心を身に付ける。人間としての生き方につ
いて議論し考えを深めさせる。 

・各教科、総合的な学習の時間及び特別活動との関連を図りながら、「言語技術」を活用
し考える道徳、議論する道徳を実施し、生徒の道徳性に係る力の伸長を図る。 

・小学校との連携を図り、系統的で一貫した指導・支援の下、人権教育の視点に立った道
徳教育を推進する。 

・道徳授業地区公開講座や地域行事等による、保護者や地域の人々との連携を通して生徒
の心の健全育成を図る。地域社会への関心を高め、地域などでのボランティア活動や社
会奉仕体験等を通して道徳的な実践を行う。 

 

本校における「確かな学力」のとらえ方 

●取組目標（成果指標）評価方法 
 

●学習指導要領に示された、基礎的・基本的な知識及び技能を習得させ、 

思考力、判断力、表現力等を育むとともに、主体的に学習に取り組む態

度を養い、確かな学力を育成する。 

【 確かな学力の育成のために 】 

  ①「知識・技能」の習得 

   ・朝学習等を活用した基礎的・基本的な学力の定着 

・反復練習、演習問題、小テスト・単元テスト等の繰り返しによる 

基礎学習の徹底 

   ・個に応じた指導や授業改善の推進 

②「思考力・判断力・表現力等」の育成 

・「言語技術」の活用による言語活動の充実 

   ・「主体的、対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

③「学びに向かう力、人間性の涵養 

   ・学習意欲の向上を目指し、「単元テスト」等の実施 

   ・家庭学習の習慣化を目指した取り組みの推進 

・放課後の自習学習教室の推進 

特別活動の指導の重点 

●自主的、実践的な集団活動を通して、集団や社会の一員として、生活及び人間関係をよ
りよく形成し、自己実現を図る態度を育成する。 

・学校行事への参加を通して、集団の一員としての自覚をもち、規律ある集団生活ができ
るようにするとともに、助け合ってやりとげる態度を育てる。 

・生徒会活動などの異年齢により構成される自治的活動を通して、学校や生活をよりよく
しようとする態度を養う。 

・学級集団の一員として、何事にも積極的に取り組み、協力し合って集団生活の向上に努
める態度を養う。 

・地域のために奉仕する体験活動を通して、社会や地域に貢献しようとする態度を養う。 

ＥＳＤ（持続可能な社会づくりの担い手を育む教育）の視点 

●「社会の変化に自律的に対応でき、社会的、職業的に自立を図る生徒の育成」を重点目標として取り組んでいく。 

・環境教育の推進 

・福祉・保育教育の推進（福祉学習（1年次）、職業体験（２年次）） 

・各教科、領域におけるＥＳＤの視点を生かした実践 

・防災教育の推進（地域連携型防災訓練、風水害について、大地震について） 

・野沢温泉村宿泊体験学習（1年次） 

・キャリア教育（生き方学習）の充実（職業調べ（1年次）働く人に学ぶ（２年次）進路学習（３年次）） 

・ボランティア活動の推進（社明運動参加、盆踊りの準備・参加、塞ノ神・どんと焼きの準備など） 

・日本の伝統・文化を知る（３年次） 

生活指導の重点 

●常に、生徒理解に努め生徒とのコミュニケーションを充実させて信頼関係を構築し、生徒一人一人に寄り添った指導
を行うとともに、家庭や地域社会との連携をはかり、生徒の健全育成を図る。また、生徒の自尊感情や自己肯定感を
高め、生徒一人一人が意欲的に活動できるようにすることを重点目標として取り組んでいく。 

・基本的生活習慣の確立（あ・じ・み） あ…あいさつの励行  じ…時間を守る  み…身だしなみを整える 

・生徒の自主自立の姿勢を育む（行事や生徒会活動の充実） 

・問題の早期発見（問題行動、いじめ、不登校、虐待等） 

・教師間の連携および関係諸機関（スクールカウンセラー、児童相談所、子ども家庭支援センター、民生児童委員、ス
クールソーシャルワーカー）との連携の充実、ＳＯＳの出し方に関する教育（報・連・相の徹底） 

・安全指導の充実（避難訓練等） 

・生徒をとりまく現代的な諸課題への対応（セーフティ教室）（SNSの利用・薬物乱用防止・交通安全） 

 

  総合的な学習の時間の指導の重点 

 ●タブレット端末等の活用を図り、横断的・総合的・探究的な
学習を通して、ＳＤＧｓの視点に立ちよりよく課題を解決し、
自己の生き方を考える生徒の育成を図る。 

・職業や福祉、保育など、自己の将来や現代社会に関わる課題
について、地域交流や職場体験を通して学ぶ参加型の学習。 

・地域の方々による講話や自然・文化を教材として積極的に活
用した学習。 

・日本や東京の歴史や伝統・文化に関連した調べ学習 

・学習のまとめとして、表現方法を工夫し、主体的に考え取り
組んだ内容や情報を発表する学習。 

日本国憲法・教育基本法・学校教育法・関係法規等 

  学習指導要領 

  東京都教育委員会教育目標 

稲城市教育委員会教育目標 

  第三次稲城市教育振興基本計画 等 



 

 

 今年度の授業改善に向けた工夫 

 

(1) 指導内容・指導方法・学習形態の工夫 

 

 

 

 

 

 

(2) 教育課程編成上の工夫 

・ＥＳＤなど、各教科等の内容を教科横断的な視点で捉え、相互の関連を図り、カリキュラム・マネジメントを推進する。 

・ＰＤＣＡサイクルに基づいた教育活動を展開し、学校評価の活用により教育活動全体の改善・充実を図る。 

・習熟度別少人数制クラス編成による指導（数学科・英語科）の充実を図り、個に応じたきめ細かい指導を行う。 

・全学年にわたり、課題学習、補充的な学習や発展的な学習等、生徒一人一人に応じた多様な学習活動を展開する。 

 ア 家庭学習の啓発・推進 

・生徒の家庭学習（特に授業の復習）が定着をするように、学習形態やノートの取り方、課題などを工夫する。 

・単元テストや小テストを実施することにより、自らの学習習得状況を振り返り、確認できるようにする。 

・定期テスト前には学習計画表を配布し（試験範囲と各教科からのアドバイス）計画・実施を記入することに 

より、家庭学習の啓発・定着の推進を図る。 

・各教科が小テストや家庭学習での課題等を充実させ、家庭学習の習慣化につなげる。 

 

 (3) 問題解決能力育成上の工夫 

・「学習のねらい」が明確で、わかりやすくきめ細かな教科指導の実践を心がけ、確実な基礎的・基本的な学力を 

習得させた上で、自らの課題発見し「探求」できるような授業展開を図る。 

・授業中の場面で、意識的に教え合いや討論、意見交換の場を設定し、ペアワークなどの協働学習を導入にしたり 

することにより、思考力・判断力・表現力等を養わせ、問題解決能力育成の育成につなげる。 

 イ 指導内容・教材開発 ・小集団等による学習場面を設定し、主体的・対話的な学びを意識した、話し合い活動 

や教えあい活動の実施を図る。 

・授業時数の確保（土曜授業の実施）。 

・教科の特性に応じた思考力、判断力、表現力を育むような指導方法の工夫を行う。 

・各教科での基礎的･基本的な学力の定着にむけた指導方法の工夫を行う。 

（習熟度別少人数制クラス編成による指導の充実（数学・英語））。 

・朝読書、朝学習、放課後･長期休業中の補習教室、個別の学習相談、学校図書館の開放、    

体験学習の充実を図る。 
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習熟度別指導 

 

・習熟度に応じたグループ編成、指導内容の工夫・改善を行う。 

・机間指導を丁寧に実施し、生徒のつまずき場面を把握し個に応じた指導を行う。 

・ペアワーク、グループワークなどの場面を積極的に授業内で設定して、生徒同士の学 

 び合いによる授業展開を実施する。 

 

(4) 校内研究・研修の工夫 

・令和 5・６年度稲城市教育研究奨励校「授業改善を通して生徒の自ら学ぶ力を育む～考える・伝える・認め合う～」をテ

ーマとして、授業の研究を推進する。 

・特別支援教育を推進するとともに、ユニバーサルデザインを配慮した授業改善を図り、個に応じた指導力の向上を図る。 

・スクールカウンセラーや巡回心理士等の連携により、特別支援教育の理念を踏まえた教育活動、支援体制の研究を推進す

る。 

・主幹教諭・主任教諭による若手教員への OJTを組織的に実施し、教員の授業力、指導力の向上を図る。 

 

タブレット端末 

（ICT機器の活用） 

・タブレット端末・デジタル教材を含めた、教育機器や教材・教具の積極的に活用を通し 

て、学習効果を高める指導方法の工夫を行う。 

・ＩＣＴ機器の活用を通して、情報を適切に理解・選択、処理、表現し、情報社会に主 

 体的に対応できる生徒の育成を目指す。 

(5) 評価活動（教師による評価、生徒による評価、保護者等による評価）の工夫 

・各教科年間指導計画・評価計画に基づき学習状況を的確に把握し、個に応じたきめ細かい指導を行い、適正な 

評価規準のもと指導と評価の一体化を図る。 

・生徒同士の相互評価活動を生かし、自らの学習状況を理解・把握し、適正な自己評価につなげていけるよう 

な指導を工夫する。 

・授業公開後の保護者の声や学校評価としての保護者アンケート、学校運営協議会等による外部評価を実施し、 

教育活動の改善に活用する。 

板書・机の配置等 ・本日の目標（ねらい）を必ず黒板に提示し、授業のめあてを確認させる。また、学習 

の流れが分かる板書などの工夫を図る。 

・ユニバーサルデザインの視点による、授業方法の工夫・改善を図る。 

・学習単元・内容に応じた学習形態の工夫を図る。 

(6) 家庭・地域社会との連携の工夫 

・つながり（人・自然・地域）を大切にしたＥＳＤを推進する。 

・学校だより・学年だより・学校ホームページ等で学校の様子を積極的に伝え、家庭･地域の理解・協力を得る。 

・授業公開、道徳授業地区公開講座、学校行事等で生徒の活動を公開し理解を深める。 

・家庭と連携し、基本的生活習慣や家庭学習習慣の形成を図る。 

・学校支援コンシェルジェや地域の方々からのいろいろな場面でのサポートを図る。 

体験学習等、その他 ・国際社会の中で、多様性を理解・尊重するとともに、体験学習・ボランティア活動、 

地域での交流活動等を通して、奉仕的精神に満ち実践力・行動力のある生徒の育成 

に努める。 

・地域の教育力の積極的な活用を図るとともに、体験的な活動を重視し探究的な活動 

を通して、社会の形成者としての自己の生き方について自覚を深めさせる。 

 

 

 


